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(57)【要約】
【課題】  共通配線の引出部の配線抵抗を低減して共通
電位の変動を抑圧し、「色付き」や「横ストローク」を
低減し、「輝度むら」も低減する。
【解決手段】  開示される液晶ディスプレイは、バック
ライトから放射される光の透過率が極めて低い金属膜に
よりなり、表示領域３０の一辺に沿って隣接するブロッ
ク間の間隙をほぼ埋めるように形成され、表示領域３０
に面する一部が共通配線２９に接続された引出部３５
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領域３０の四辺をガラス基板２１の端部側に延長した直
線とで囲まれた領域をほぼ埋めるように形成され、表示
領域３０に面する一部が共通配線２９に接続された引出
部３５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  略四角形状のガラス基板上の所定の領域
に設けられた略四角形状の表示領域に所定間隔で設けら
れて行方向に伸びる複数本の走査線と所定間隔で設けら
れて列方向に伸びる複数本の信号線との各交点にそれぞ
れ配列されて共通電極を含む液晶セルと、
前記ガラス基板の上端部又は下端部のいずれか一方又は
両方に所定のピッチで設けられ、前記表示領域の上辺上
部又は下辺下部のいずれか一方又は両方に引き出されて
複数個のブロックに分割及び集約された信号線の端部が
それぞれ接続された信号端子と、
前記ガラス基板の左端部又は右端部のいずれか一方又は
両方に所定のピッチで設けられ、前記表示領域の左辺左
部又は右辺右部のいずれか一方又は両方に引き出されて
複数個のブロックに分割及び集約された走査線の端部が
それぞれ接続された走査端子と、
前記共通電極に共通電位を印加するために前記表示領域
に行ごと又は列ごとに設けられた共通信号線と、
前記表示領域の上辺上部又は下辺下部のいずれか一方又
は両方に設けられるとともに、前記表示領域の左辺左部
又は右辺右部のいずれか一方又は両方に設けられ、前記
複数本の共通信号線の各端部が接続された共通配線と、
バックライトから放射される光の透過率が極めて低い金
属膜によりなり、前記表示領域の一辺に沿って隣接する
前記ブロック間の間隙をほぼ埋めるように形成され、前
記表示領域に面する一部が前記共通配線に接続された第
１の引出部と、
前記金属膜よりなり、前記ブロックの外側部と前記表示
領域の四辺を前記ガラス基板の端部側に延長した直線と
で囲まれた領域をほぼ埋めるように形成され、前記表示
領域に面する一部が前記共通配線に接続された第２の引
出部と、
各ブロックの最外部を構成する信号線又は走査線の端部
に接続された信号端子又は走査端子に隣接して設けら
れ、前記第１又は第２の引出部の前記ガラス基板の端部
に形成された複数個の共通端子とを備えてなることを特
徴とする液晶ディスプレイ。
【請求項２】  前記表示領域の左辺左部又は右辺右部の
いずれか一方又は両方に形成された第１及び第２の引出
部は、前記複数本の走査線が形成されている層と同一の
層に形成され、前記表示領域の上辺上部又は下辺下部の
いずれか一方又は両方に形成された第１及び第２の引出
部は、前記複数本の信号線が形成されている層と同一の
層に形成され、前記共通配線とコンタクトホールを介し
て接続されていることを特徴とする請求項１記載の液晶
ディスプレイ。
【請求項３】  略四角形状のガラス基板上の所定の領域
に設けられた略四角形状の表示領域に所定間隔で設けら
れて行方向に伸びる複数本の走査線と所定間隔で設けら
れて列方向に伸びる複数本の信号線との各交点にそれぞ
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れ配列されて共通電極を含む液晶セルと、
前記ガラス基板の上端部又は下端部のいずれか一方又は
両方に所定のピッチで設けられ、前記表示領域の上辺上
部又は下辺下部のいずれか一方又は両方に引き出されて
複数個のブロックに分割及び集約された信号線の端部が
それぞれ接続された信号端子と、
前記ガラス基板の左端部又は右端部のいずれか一方又は
両方に所定のピッチで設けられ、前記表示領域の左辺左
部又は右辺右部のいずれか一方又は両方に引き出されて
複数個のブロックに分割及び集約された走査線の端部が
それぞれ接続された走査端子と、
前記共通電極に共通電位を印加するために前記表示領域
に行ごと又は列ごとに設けられた共通信号線と、
前記表示領域の上辺上部又は下辺下部のいずれか一方又
は両方に設けられるとともに、前記表示領域の左辺左部
又は右辺右部のいずれか一方又は両方に設けられ、前記
複数本の共通信号線の各端部が接続された共通配線と、
バックライトから放射される光の透過率が極めて低い金
属膜によりなり、前記表示領域を囲むように設けられた
一連の前記ブロックの隣接するブロック間の間隙をほぼ
埋めるように形成され、前記表示領域に面する一部が前
記共通配線に接続された第１の引出部と、
前記金属膜よりなり、前記一連のブロックの両端側に設
けられたブロックの側部と、前記表示領域の当該ブロッ
クが沿う一辺と直交する一辺を前記ガラス基板の端部側
に延長した直線とで囲まれた領域をほぼ埋めるように形
成され、前記表示領域に面する一部が前記共通配線に接
続された第２の引出部と、
各ブロックの最外部を構成する信号線又は走査線の端部
に接続された信号端子又は走査端子に隣接して設けら
れ、前記第１又は第２の引出部の前記ガラス基板の端部
に形成された複数個の共通端子とを備えてなることを特
徴とする液晶ディスプレイ。
【請求項４】  前記表示領域の角部に面した第１の引出
部は、前記複数本の走査線が形成されている層と同一の
層に形成された第１の略台形状部と、前記複数本の信号
線が形成されている層と同一の層に形成された第２の略
台形状部とから構成され、
前記第１の略台形状部は、隣接するブロックの最外部に
位置する走査線と対向し、前記所定のピッチで設けられ
た信号端子及び走査端子の前記表示領域側の各端部を結
ぶ直線を延長した位置にまで至り、前記共通配線を延長
した位置にまで至るように、略台形状に形成され、
前記第２の略台形状部は、隣接するブロックの最外部に
位置する信号線と対向し、前記所定のピッチで設けられ
た信号端子及び走査端子の前記表示領域側の各端部を結
ぶ直線を延長した位置にまで至り、前記共通配線を延長
した位置にまで至るように、略台形状に形成され、
前記第１の略台形状部と前記第２の略台形状部とが重ね
合わされる部分において、所定の個数及び所定のピッチ
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で設けられたコンタクトホールを介して接続されている
ことを特徴とする請求項３記載の液晶ディスプレイ。
【請求項５】  前記共通配線は、前記表示領域の辺に沿
う縦配線及び横配線からなり、前記縦配線が前記複数本
の信号線が形成されている層と同一の層に形成されると
ともに、前記横配線が前記複数本の走査線が形成されて
いる層と同一の層に形成され、前記縦配線と前記横配線
とが重なり合う領域においてコンタクトホールを介して
接続され、
各共通信号線は、前記複数本の走査線が形成されている
層と同一の層に形成され、前記縦配線にコンタクトホー
ルを介して接続されていることを特徴とする請求項１乃
至４のいずれか１に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項６】  前記第１及び第２の引出部は、隣接する
ブロックの最外部に位置する走査線又は信号線と、前記
所定のピッチと略等しい間隔だけ隔てられて形成されて
いることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１に記
載の液晶ディスプレイ。
【請求項７】  請求項１乃至６のいずれか１に記載の液
晶ディスプレイを備えてなることを特徴とする画像表示
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、液晶ディスプレ
イ及び画像表示装置に関し、詳しくは、コンピュータの
モニタ等に用いられ、マトリックス状に液晶セルが配列
された液晶ディスプレイ及びこのような液晶ディスプレ
イを備えた画像表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】図１０は、特願平１１－３０１７２７号
に開示された、横電界方式の液晶により構成された従来
の液晶ディスプレイの構成例を示す上面図である。ここ
で、横電界方式の液晶とは、液晶セル内に横方向（液晶
ディスプレイが形成された略四角形状のガラス基板１の
上面に対して平行な方向）の電界が形成される液晶をい
う。この横電界方式の液晶は、コントラストの視野角依
存性が小さいという特徴があり、最近用いられるように
なってきている。
【０００３】この例の液晶ディスプレイは、薄膜トラン
ジスタ（ＴＦＴ）をスイッチ素子に用いたアクティブ・
マトリックス型の液晶ディスプレイであり、図１１に示
すように、行方向（図中縦方向）に所定間隔で設けられ
た複数本の走査線２と列方向（図中横方向）に所定間隔
で設けられた複数本の信号線３とで囲まれた領域をドッ
ト画素４とし、各ドット画素４ごとに、等価的に容量性
負荷である液晶層を有する液晶セル５と、この液晶セル
５の液晶層を挟むように対向して形成された画素電極６
及び共通電極８と、そのソースが対応する画素電極６の
一端と接続されたＴＦＴ７とが設けられている。そし
て、この例の液晶ディスプレイは、行又は列ごとに設け
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られた共通信号線９を介して共通電極８に共通電位Ｖ

ｃｏｍ
が印加されている状態において、映像信号に基づ

いて生成されたデータ信号が信号線３に印加されるとと
もに、水平同期信号及び垂直同期信号に基づいて生成さ
れた走査信号が走査線２に印加されることにより、文字
や画像等を表示する。各共通信号線９は、ドット画素４
がマトリックス状に配列された表示領域１１を取り囲む
ように少なくとも略コ字状（又は略ロ字状）に設けられ
た共通配線１０（図１０参照）に接続されている。
【０００４】なお、図１１には示していないが、より厳
密には、等価的に、誘電体である液晶セル５の液晶層
と、これを挟んで対向する画素電極６と共通電極８とに
よりコンデンサが構成され、更に他のコンデンサが液晶
セル５の液晶層に並列接続されているとみなせる。この
他のコンデンサは、共通電極８に対して形成されている
という意味でコモンストレージと呼ばれ、また、液晶セ
ル５の液晶層が信号電荷を１垂直同期期間の間蓄積する
ことを補助するので、補助容量とも呼ばれている。
【０００５】図１０に示す液晶ディスプレイにおいて
は、表示領域１１の上辺上部にすべての信号線３（図１
１参照）が引き出され、３個のブロック１２
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ごと
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３
を構成する複数本の信号

線３が略台形状に集約され、各信号線３の端部は所定の
ピッチで設けられた対応する信号端子に接続されてい
る。同様に、表示領域１１の左辺左部及び右辺右部にす
べての走査線２（図１１参照）が引き出され、左右３個
ずつのブロック１３

１
～１３

３
及び１４

１
～１４

３
に分

割されるとともに、各ブロック１３
１
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３
を構成する複数本の走査線２が略台形状に集

約され、各走査線２の端部は所定のピッチで設けられた
対応する走査端子に接続されている。左右の対称な位置
に設けられている一対の走査端子は、同一の走査線２を
介して互いに接続されている。
【０００６】また、共通配線１０は、図１０に示すよう
に、表示領域１１に隣接する部分に少なくとも略コ字状
（又は略ロ字状）に設けられており、表示領域１１の上
辺上部においては各ブロック１２

１
～１２

３
の両端に沿

ってガラス基板１の上端部まで引き出されて引出部１０
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を形成し、表示領域１１の左辺左部にお

いては各ブロック１３
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の両端に沿ってガラス

基板１の左端部まで引き出されて引出部１０
ｂ１
～１０

ｂ６
を形成し、表示領域１１の右辺右部においては各ブ
ロック１４
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３
の両端に沿ってガラス基板１の右

端部まで引き出されて引出部１０
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を形成

し、共通配線１０の各引出部１０
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に接続されている。
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【０００７】このように、走査線２及び信号線３が、そ
れぞれ所定本数に分けられたブロック１２

１
～１２

３
、

１３
１
～１３

３
及び１４

１
～１４

３
に分割されるととも

に、共通配線１０の各引出部１０
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～１０

ａ６
、１０

ｂ１
～１０

ｂ６
及び１０

ｃ１
～１０

ｃ６
が対応するブロ

ック１２
１
～１２

３
、１３

１
～１３

３
又は１４

１
～１４

３
の両端に沿って形成され、端部が所定のピッチとなる
ように設けられた各走査端子、各信号端子及び各共通端
子１５

１
～１５

６
、１６

１
～１６

６
及び１７

１
～１７

６

に接続されるべく走査線２と信号線３とを略台形状に引
き出しているのは、各端子端部の配置位置を所定のもの
とするためである。このように各端子端部の配置位置を
所定のものとすることは、ＴＡＢ（Tape Automated Bon
ding）技術によって実装されたパッケージであるＴＣＰ
（Tape Carrier Package）の１種であり、液晶ディスプ
レイを駆動する駆動回路用のパッケージを、種類の異な
る液晶ディスプレイ間で共通化するためである。液晶デ
ィスプレイは、上記ブロック化された走査線２及び信号
線３に接続された走査端子及び信号端子並びに共通配線
１０に接続された共通端子１５

１
～１５

６
、１６

１
～１

６
６
及び１７

１
～１７

６
にＴＣＰが熱圧着で接続される

ことにより、ＴＣＰ上又はプリント基板上に搭載された
駆動回路とこのＴＣＰを介して接続される。すなわち、
各端子端部が、種々の液晶ディスプレイ間で共通に所定
のピッチで配置されることにより、これらの端子と接続
されるＴＣＰの端子位置を所定のものとすることがで
き、ＴＣＰである駆動回路用のパッケージを異なる液晶
ディスプレイ間で共通化することができるのである。
【０００８】このような構成によれば、走査端子２及び
信号端子３のブロックごとに共通端子１５

１
～１５

６
、

１６
１
～１６

６
及び１７

１
～１７

６
が設けられているの

で、共通端子が単に表示領域１１の上辺上部、左辺左部
及び右辺右部の両端部に設けられているに過ぎない場合
（図１０において、共通端子１５

１
、１５

６
、１６

１
、

１６
６
、１７

１
及び１７

６
だけの場合に相当）に比べ

て、共通配線１０の配線抵抗を分散して総体的に低くす
ることができ、ドット画素４間のクロストークや輝度の
ばらつきを抑えることができる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】ところが、上記した従
来の液晶ディスプレイをコンピュータ等のモニタとして
用いた場合には、以下に示す不都合があった。例えば、
ＳＸＧＡ（super extended graphics array）と呼ば
れ、解像度が１２８０×１０２４画素であるカラー液晶
ディスプレイに図１２に示す画像を表示するものとす
る。この例のカラー液晶ディスプレイは、その上面に、
各液晶セル５に対応して赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）
の３原色のカラーフィルタが、この順序で列方向に順次
繰り返して配置されているとともに、行方向には同一色
のカラーフィルタが連続して配置されているストライプ
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形であり、１画素が３個のＲ、Ｇ、Ｂのドット画素によ
り構成されている。したがって、この例のカラー液晶デ
ィスプレイのドット画素数は、３８４０×１０２４画素
である。以下、表示される画像の形状はドット画素数で
示すことにする。図１２において、中央の窓部は３０７
２×２５６画素の四角形状であり、白色が表示されてお
り、周辺の背景部は幅が３８４画素のロ字状であり、３
個のＲ、Ｇ、Ｂのドット画素からなる１画素ごとに白色
と黒色が繰り返されるストライプが表示されている。
【００１０】また、このカラー液晶ディスプレイを駆動
する駆動方法として、信号線３に、共通電極８に印加さ
れている共通電位Ｖ

ｃｏｍ
に対して画素電極６に印加す

べき電位がドット画素ごとに反転するデータ信号を印加
するドット反転駆動方法を採用する。このドット反転駆
動方法は、液晶セル５に同極性の電圧を印加し続けると
カラー液晶ディスプレイの寿命が短くなることと、液晶
セル５に印加する電圧の極性が逆になっても、液晶セル
５がほぼ同じ透過光特性を有することとを理由として、
従来から採用されている。また、この例のカラー液晶デ
ィスプレイは、印加電圧を加えない状態においてその透
過率が低い、いわゆるノーマリー・ブラック型であり、
１画素を構成する３個のＲ、Ｇ、Ｂのドット画素の液晶
層に印加される印加電圧の絶対値がすべて略０Ｖの時に
黒色が表示され、１画素を構成する３個のＲ、Ｇ、Ｂの
ドット画素の液晶層に印加される印加電圧の絶対値が略
５Ｖの時に白色が表示されるものとする。
【００１１】まず、図１２に示す背景部を横断する走査
線２に接続される各ドット画素４の液晶層には、図１３
（１）に示す電圧を有するデータ信号が印加される。す
なわち、白色が表示される画素を構成する３個のＲ、
Ｇ、Ｂのドット画素のうち、Ｒ及びＢのドット画素の液
晶層には、共通電位Ｖ

ｃｏｍ
に対して正極性で絶対値Ｖ

Ｐ
（今の場合、５Ｖ）の印加電圧が印加され、Ｇのドッ
ト画素の液晶層には、共通電位Ｖ

ｃｏｍ
に対して負極性

で絶対値Ｖ
Ｐ
（今の場合、５Ｖ）の印加電圧が印加され

る。一方、黒色が表示される画素を構成する３個のＲ、
Ｇ、Ｂのドット画素のうち、Ｒ及びＢのドット画素の液
晶層には、共通電位Ｖ

ｃｏｍ
に対して正極性で絶対値略

０Ｖの印加電圧が印加され、Ｇのドット画素の液晶層に
は、共通電位Ｖ

ｃｏｍ
に対して負極性で絶対値略０Ｖの

印加電圧が印加される。図１３（１）に示す電圧を有す
るデータ信号が信号線３を介して同一の走査線２に接続
されている各ドット画素４の液晶層に印加されると、各
信号線３と共通電位Ｖ

ｃｏｍ
が印加されている共通信号

線９との間に存在する結合容量により共通電位Ｖ
ｃｏｍ

が変動することになる。１本の走査線２に接続されるド
ット画素の数が３８４０画素であるが、背景部には１画
素ごとに白色と黒色が繰り返されるストライプが表示さ
れ、黒色が表示される半分のドット画素（１９２０画
素）には絶対値略０Ｖの電圧が印加されるので、この印
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7
加電圧は共通電位Ｖ

ｃｏｍ
の変動にはほとんど寄与しな

いと考えて良い。また、１個の画素を構成する３個の
Ｒ、Ｇ、Ｂのドット画素のうち、隣接するＲのドット画
素の液晶層とＧのドット画素の液晶層は、極性が異なる
が、絶対値Ｖ

Ｐ
（今の場合、５Ｖ）が等しい印加電圧が

印加されるので、共通電位Ｖ
ｃｏｍ
の変動は相殺され

る。結局、３８４０画素のドット画素のうち、共通電位
Ｖ

ｃｏｍ
の変動に寄与するドット画素は、白色が表示さ

れる画素を構成するＢのドット画素であり、その画素数
は、式（１）に示すように、６４０画素である。
【００１２】
【数１】３８４０／（２×３）＝６４０・・・（１）
【００１３】このように、３８４０画素のうち、６４０
画素の液晶層に印加された絶対値５Ｖの印加電圧の影響
により、共通電位Ｖ

ｃｏｍ
は、図１３（１）に示すよう

に、共通電位Ｖ'
ｃｏｍ
に変動してしまう。これによ

り、本来白色が表示されるべき画素においては、Ｒ及び
Ｂのドット画素の液晶層には、実効的に、絶対値Ｖ

Ｐ
よ

り小さい絶対値Ｖ
Ｐ１
の印加電圧が印加され、Ｇのドッ

ト画素の液晶層には、実効的に、絶対値Ｖ
Ｐ
より大きい

絶対値Ｖ
Ｐ２
の印加電圧が印加されたことと同じことに

なるので、背景部は本来白黒のストライブが表示される
ところ、全体的に緑がかったストライプが表示されるこ
とになる。なお、３色のカラーフィルタの配列が、Ｇ、
Ｒ、Ｂである場合には全体的に赤みがかったストライプ
が表示され、Ｒ、Ｂ、Ｇである場合には全体的に青みが
かったストライプが表示される。このような現象を以下
「色付き」と呼ぶことにする。
【００１４】これに対して、図１２に示す窓部を横断す
る走査線２に接続される各ドット画素４の液晶層には、
図１３（２）に示す電圧を有するデータ信号が印加され
る。すなわち、背景部及び窓部において、白色が表示さ*
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*れる画素を構成する３個のＲ、Ｇ、Ｂのドット画素のう
ち、Ｒ及びＢのドット画素の液晶層には、共通電位Ｖ

ｃｏｍ
に対して正極性で絶対値Ｖ

Ｐ
（今の場合、５Ｖ）

の印加電圧が印加され、Ｇのドット画素の液晶層には、
共通電位Ｖ

ｃｏｍ
に対して負極性で絶対値Ｖ

Ｐ
（今の場

合、５Ｖ）の印加電圧が印加される。一方、背景部にお
いて、黒色が表示される画素を構成する３個のＲ、Ｇ、
Ｂのドット画素のうち、Ｒ及びＢのドット画素の液晶層
には、共通電位Ｖ

ｃｏｍ
に対して正極性で絶対値略０Ｖ

の印加電圧が印加され、Ｇのドット画素の液晶層には、
共通電位Ｖ

ｃｏｍ
に対して負極性で絶対値略０Ｖの印加

電圧が印加される。この場合にも、図１３（２）に示す
電圧を有するデータ信号が信号線２を介して同一の走査
線２に接続されている各ドット画素４の液晶層に印加さ
れると、各信号線３と共通電位Ｖ

ｃｏｍ
が印加されてい

る共通信号線９との間に存在する結合容量により共通電
位Ｖ

ｃｏｍ
が変動することになるが、その変動量は図１

３（１）の場合に比べて少ない。すなわち、３８４０画
素のドット画素うち、窓部を構成する３０７２画素のド
ット画素においては、すべてのドット画素の液晶層に絶
対値Ｖ

Ｐ
（今の場合、５Ｖ）の印加電圧が印加されるの

で、隣接するドット画素間において共通電位Ｖ
ｃｏｍ
の

変動は相殺される。背景部を構成する７６８画素（＝３
８４０画素－３０７２画素）のドット画素については、
図１３（１）の場合と同様に考えれば良いから、結局、
３８４０画素のドット画素のうち、共通電位Ｖ

ｃｏｍ
の

変動に寄与するドット画素は、背景部を構成する７６８
画素のドット画素において、白色が表示される画素を構
成するＢのドット画素であり、その画素数は、式（２）
に示すように、１２８画素である。
【００１５】
【数２】

         （３８４０－３０７２）／（２×３）＝１２８・・・（２）
【００１６】このように、３８４０画素のドット画素の
うち、１２８画素のドット画素の液晶層に印加された絶
対値５Ｖの印加電圧の影響により、共通電位Ｖ

ｃｏｍ
は、図１３（２）に示すように、共通電位Ｖ'

ｃｏｍ
に変動してしまうが、図１３（１）の場合と比べ

ればその変動は少ない。したがって、上記した「色付
き」現象も少なくなる。このような、背景部を横断する
走査線２に接続されるドット画素４における「色付き」
と、窓部を横断する走査線２に接続されるドット画素４
における「色付き」との間に色付き具合に差が発生する
現象を以下「横ストローク」と呼ぶことにする。このよ
うな「色付き」や「横ストローク」という現象は、共通
配線１０の各引出部１０

ａ１
～１０

ａ６
、１０

ｂ１
～１

０
ｂ６
及び１０

ｃ１
～１０

ｃ６
の抵抗が比較的大きいた

めに、それらに印加される共通電位Ｖ
ｃｏｍ
が変動しや

すいことに起因している。
【００１７】このような「色付き」や「横ストローク」

という現象は、ドット画素４が図１４に示す構造を有
し、コモンストレージを有するＴＮ（Twisted Nemati
c）型の液晶により構成された液晶ディスプレイ（図１
４において、図１１の各部に対応する部分には同一の符
号を付け、その説明を省略する。）においても、程度の
差こそあれ、発生する可能性はある。何故なら、共通配
線１０の各引出部１０

ａ１
～１０

ａ６
、１０

ｂ１
～１０

ｂ６
及び１０

ｃ１
～１０

ｃ６
の構造が図１０と略同様で

あるならば、その抵抗の影響を多かれ少なかれ受けるか
らである。なお、図１４においては、共通信号線９が共
通電極８を兼ねている。
【００１８】また、共通配線１０の各引出部１０

ａ１
～

１０
ａ６
、１０

ｂ１
～１０

ｂ６
及び１０

ｃ１
～１０

ｃ６

が、図１０に示すように、ブロック１２
１
～１２

３
、１

３
１
～１３

３
及び１４

１
～１４

３
の両端に沿って形成さ

れているため、隣接するブロックの間隙からバックライ
トから放射された光が洩れ、表示領域１１の周縁部にお
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9
いて輝度にむらが出てしまう。このような現象を以下
「輝度むら」と呼ぶことにする。
【００１９】この発明は、上述の諸事情に鑑みてなされ
たもので、共通配線の引出部の配線抵抗を低減すること
ができ、共通配線に印加される共通電位の変動を抑圧し
て「色付き」や「横ストローク」を低減することができ
るとともに、「輝度むら」も低減することができる液晶
ディスプレイ及び画像表示装置を提供することを目的と
している。
【００２０】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、請求項１記載の発明に係る液晶ディスプレイは、略
四角形状のガラス基板上の所定の領域に設けられた略四
角形状の表示領域に所定間隔で設けられて行方向に伸び
る複数本の走査線と所定間隔で設けられて列方向に伸び
る複数本の信号線との各交点にそれぞれ配列されて共通
電極を含む液晶セルと、上記ガラス基板の上端部又は下
端部のいずれか一方又は両方に所定のピッチで設けら
れ、上記表示領域の上辺上部又は下辺下部のいずれか一
方又は両方に引き出されて複数個のブロックに分割及び
集約された信号線の端部がそれぞれ接続された信号端子
と、上記ガラス基板の左端部又は右端部のいずれか一方
又は両方に所定のピッチで設けられ、上記表示領域の左
辺左部又は右辺右部のいずれか一方又は両方に引き出さ
れて複数個のブロックに分割及び集約された走査線の端
部がそれぞれ接続された走査端子と、上記共通電極に共
通電位を印加するために上記表示領域に行ごと又は列ご
とに設けられた共通信号線と、上記表示領域の上辺上部
又は下辺下部のいずれか一方又は両方に設けられるとと
もに、上記表示領域の左辺左部又は右辺右部のいずれか
一方又は両方に設けられ、上記複数本の共通信号線の各
端部が接続された共通配線と、バックライトから放射さ
れる光の透過率が極めて低い金属膜によりなり、上記表
示領域の一辺に沿って隣接する上記ブロック間の間隙を
ほぼ埋めるように形成され、上記表示領域に面する一部
が上記共通配線に接続された第１の引出部と、上記金属
膜よりなり、上記ブロックの外側部と上記表示領域の四
辺を上記ガラス基板の端部側に延長した直線とで囲まれ
た領域をほぼ埋めるように形成され、上記表示領域に面
する一部が上記共通配線に接続された第２の引出部と、
各ブロックの最外部を構成する信号線又は走査線の端部
に接続された信号端子又は走査端子に隣接して設けら
れ、上記第１又は第２の引出部の上記ガラス基板の端部
に形成された複数個の共通端子とを備えてなることを特
徴としている。
【００２１】また、請求項２記載の発明は、請求項１記
載の液晶ディスプレイに係り、上記表示領域の左辺左部
又は右辺右部のいずれか一方又は両方に形成された第１
及び第２の引出部は、上記複数本の走査線が形成されて
いる層と同一の層に形成され、上記表示領域の上辺上部
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又は下辺下部のいずれか一方又は両方に形成された第１
及び第２の引出部は、上記複数本の信号線が形成されて
いる層と同一の層に形成され、上記共通配線とコンタク
トホールを介して接続されていることを特徴としてい
る。
【００２２】また、請求項３記載の発明に係る液晶ディ
スプレイは、略四角形状のガラス基板上の所定の領域に
設けられた略四角形状の表示領域に所定間隔で設けられ
て行方向に伸びる複数本の走査線と所定間隔で設けられ
て列方向に伸びる複数本の信号線との各交点にそれぞれ
配列されて共通電極を含む液晶セルと、上記ガラス基板
の上端部又は下端部のいずれか一方又は両方に所定のピ
ッチで設けられ、上記表示領域の上辺上部又は下辺下部
のいずれか一方又は両方に引き出されて複数個のブロッ
クに分割及び集約された信号線の端部がそれぞれ接続さ
れた信号端子と、上記ガラス基板の左端部又は右端部の
いずれか一方又は両方に所定のピッチで設けられ、上記
表示領域の左辺左部又は右辺右部のいずれか一方又は両
方に引き出されて複数個のブロックに分割及び集約され
た走査線の端部がそれぞれ接続された走査端子と、上記
共通電極に共通電位を印加するために上記表示領域に行
ごと又は列ごとに設けられた共通信号線と、上記表示領
域の上辺上部又は下辺下部のいずれか一方又は両方に設
けられるとともに、上記表示領域の左辺左部又は右辺右
部のいずれか一方又は両方に設けられ、上記複数本の共
通信号線の各端部が接続された共通配線と、バックライ
トから放射される光の透過率が極めて低い金属膜により
なり、上記表示領域を囲むように設けられた一連の上記
ブロックの隣接するブロック間の間隙をほぼ埋めるよう
に形成され、上記表示領域に面する一部が上記共通配線
に接続された第１の引出部と、上記金属膜よりなり、上
記一連のブロックの両端側に設けられたブロックの側部
と、上記表示領域の当該ブロックが沿う一辺と直交する
一辺を上記ガラス基板の端部側に延長した直線とで囲ま
れた領域をほぼ埋めるように形成され、上記表示領域に
面する一部が上記共通配線に接続された第２の引出部
と、各ブロックの最外部を構成する信号線又は走査線の
端部に接続された信号端子又は走査端子に隣接して設け
られ、上記第１又は第２の引出部の上記ガラス基板の端
部に形成された複数個の共通端子とを備えてなることを
特徴としている。
【００２３】また、請求項４記載の発明は、請求項３記
載の液晶ディスプレイに係り、上記表示領域の角部に面
した第１の引出部は、上記複数本の走査線が形成されて
いる層と同一の層に形成された第１の略台形状部と、上
記複数本の信号線が形成されている層と同一の層に形成
された第２の略台形状部とから構成され、上記第１の略
台形状部は、隣接するブロックの最外部に位置する走査
線と対向し、上記所定のピッチで設けられた信号端子及
び走査端子の上記表示領域側の各端部を結ぶ直線を延長
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11
した位置にまで至り、上記共通配線を延長した位置にま
で至るように、略台形状に形成され、上記第２の略台形
状部は、隣接するブロックの最外部に位置する信号線と
対向し、上記所定のピッチで設けられた信号端子及び走
査端子の上記表示領域側の各端部を結ぶ直線を延長した
位置にまで至り、上記共通配線を延長した位置にまで至
るように、略台形状に形成され、上記第１の略台形状部
と上記第２の略台形状部とが重ね合わされる部分におい
て、所定の個数及び所定のピッチで設けられたコンタク
トホールを介して接続されていることを特徴としてい
る。
【００２４】また、請求項５記載の発明は、請求項１乃
至４のいずれか１に記載の液晶ディスプレイに係り、上
記共通配線は、上記表示領域の辺に沿う縦配線及び横配
線からなり、上記縦配線が上記複数本の信号線が形成さ
れている層と同一の層に形成されるとともに、上記横配
線が上記複数本の走査線が形成されている層と同一の層
に形成され、上記縦配線と上記横配線とが重なり合う領
域においてコンタクトホールを介して接続され、各共通
信号線は、上記複数本の走査線が形成されている層と同
一の層に形成され、上記縦配線にコンタクトホールを介
して接続されていることを特徴としている。
【００２５】また、請求項６記載の発明は、請求項１乃
至５のいずれか１に記載の液晶ディスプレイに係り、上
記第１及び第２の引出部は、隣接するブロックの最外部
に位置する走査線又は信号線と、上記所定のピッチと略
等しい間隔だけ隔てられて形成されていることを特徴と
している。
【００２６】また、請求項７記載の発明に係る画像表示
装置は、請求項１乃至６のいずれか１に記載の液晶ディ
スプレイを備えてなることを特徴としている。
【００２７】
【作用】この発明の構成によれば、共通配線の引出部の
配線抵抗を低減することができ、共通配線に印加される
共通電位の変動を抑圧して「色付き」や「横ストロー
ク」を低減することができる。また、「輝度むら」も低
減することができる。
【００２８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して、この発明
の実施の形態について説明する。説明は、実施例を用い
て具体的に行う。
Ａ．第１の実施例
まず、この発明の第１の実施例について説明する。図１
は、この発明の第１の実施例である液晶ディスプレイの
構成を示す上面図、図２は、同液晶ディスプレイの一部
を拡大した模式的等価回路図である。この例の液晶ディ
スプレイは、ＴＦＴをスイッチ素子に用いたアクティブ
・マトリックス型の液晶ディスプレイであり、図２に示
すように、略四角形状のガラス基板２１（図１参照）上
に、行方向（図中縦方向）に所定間隔で設けられた複数

12
本の走査線２２と列方向（図中横方向）に所定間隔で設
けられた複数本の信号線２３で囲まれた領域をドット画
素２４とし、各ドット画素２４ごとに、等価的に容量性
負荷である液晶層を有する液晶セル２５と、この液晶セ
ル２５の液晶層を挟むように対向して形成された画素電
極及び共通電極（図示略）と、そのソースが対応する画
素電極６の一端と接続されたＴＦＴ２６とが設けられて
いる。また、この例の液晶ディスプレイは、等価的に誘
電体である液晶セル２５の液晶層と、これを挟んで対向
する画素電極と共通電極とにより構成され、液晶セル２
５に並列接続されている容量とみなせ、信号電荷を１垂
直同期期間の間蓄積するコモンストレージ２８とが配列
されている。そして、この例の液晶ディスプレイは、行
又は列ごとに設けられた共通信号線２７を介して共通電
極に共通電位Ｖ

ｃｏｍ
が印加されている状態において、

映像信号に基づいて生成されたデータ信号が信号線２３
に印加されるとともに、水平同期信号及び垂直同期信号
に基づいて生成された走査信号が走査線２２に印加され
ることにより、文字や画像等を表示する。
【００２９】各共通信号線２７は、走査線２２が形成さ
れている層と同一の層に形成されており、ドット画素２
４がマトリックス状に配列された略四角形状の表示領域
３０を取り囲むように少なくとも略コ字状（又は略ロ字
状）に設けられた共通配線２９（図１参照）にコンタク
トホールを介して接続されている。共通配線２９は、そ
の縦配線２９

ａ
及び２９

ｂ
が信号線２３が形成されてい

る層と同一の層に形成されるとともに、その横配線２９

ｃ
が走査線２２が形成されている層と同一の層に形成さ
れ、縦配線２９

ａ
及び２９

ｂ
と横配線２９

ｃ
とが重なり

合う領域においてコンタクトホールを介して接続される
ことにより、少なくとも略コ字状（又は略ロ字状）に設
けられている。
【００３０】図１に示す液晶ディスプレイにおいては、
表示領域３０の上辺上部にすべての信号線２３（図２参
照）が引き出され、３個のブロック３１

１
～３１

３
に分

割されるとともに、各ブロック３１
１
～３１

３
ごとに当

該ブロック３１
１
～３１

３
を構成する複数本の信号線２

３が略台形状に集約され、各信号線２３の端部は所定の
ピッチで設けられた対応する信号端子に接続されてい
る。同様に、表示領域３０の左辺左部及び右辺右部にす
べての走査線２２（図２参照）が引き出され、左右３個
ずつのブロック３２

１
～３２

３
及び３３

１
～３３

３
に分

割されるとともに、各ブロック３２
１
～３２

３
及び３３

１
～３３

３
ごとに当該ブロック３２

１
～３２

３
又は３３

１
～３３

３
を構成する複数本の走査線２２が略台形状に

集約され、各走査線２２の端部は所定のピッチで設けら
れた対応する走査端子３４に接続されている（図２参
照）。左右の対称な位置に設けられている一対の走査端
子３４は、同一の走査線２２を介して互いに接続されて
いる。
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【００３１】また、表示領域３０の左辺左部において
は、走査線２２が形成されている層と同一の層に、ブロ
ック３２

１
とブロック３２

２
との間及びブロック３２

２

とブロック３２
３
との間に引出部３５

ａ１
及び３５

ａ２

が形成されているとともに、ブロック３２
１
の上側部近

傍及びブロック３２
３
の下側部近傍に引出部３５

ｂ１
及

び３５
ｂ２
が形成されている。引出部３５

ａ１
は、上下

ともに隣接するブロック３２
１
及び３２

２
の最外部に位

置する走査線２２の引出部２２
ａ
と引出部２２

ａ
内の各

配線のピッチと略等しい間隔だけ隔てられ、ブロック３
２

１
とブロック３２

２
との間隙をほぼ埋めるように、略

二等辺三角形状に、バックライトから放射される光の透
過率が極めて低い金属膜により形成されている。引出部
３５

ａ２
は、上下ともに隣接するブロック３２

２
及び３

２
３
の最外部に位置する走査線２２の引出部２２

ａ
と、

引出部２２
ａ
内の各配線のピッチと略等しい間隔だけ隔

てられ、ブロック３２
２
とブロック３２

３
との間隙をほ

ぼ埋めるように、略二等辺三角形状に、上記金属膜によ
り形成されている。引出部３５

ａ１
及び３５

ａ２
の表示

領域３０に面する第１の頂点は、信号線２３が形成され
ている層と同一の層に形成された縦配線２９

ａ
の一部と

重ね合うように形成され、その重ね合わさった部分にお
いて、コンタクトホールを介して縦配線２９

ａ
の一部と

接続されている。また、引出部３５
ａ１
及び３５

ａ２
の

ガラス基板２１の左端部側に位置する第２及び第３の頂
点は、ガラス基板２１の左端部の走査線２２が形成され
ている層と同一の層に形成された共通端子３６と接続さ
れている。
【００３２】引出部３５

ｂ１
は、その下側部が隣接する

ブロック３２
１
の最外部に位置する走査線２２の引出部

２２
ａ
と引出部２２

ａ
内の各配線のピッチと略等しい間

隔だけ隔てられるとともに、その上側部が横配線２９
ｃ

を左方向へ延長した位置にまで至るように、略直角三角
形状に、上記金属膜により形成されている。引出部３５

ｂ２
は、その上側部が隣接するブロック３２

３
の最外部

に位置する走査線２２の引出部２２
ａ
と、引出部２２

ａ

内の各配線のピッチと略等しい間隔だけ隔てられるとと
もに、その下側部が表示領域３０の下端を左方向へ延長
した位置にまで至るように、略直角三角形状に、上記金
属膜により形成されている。引出部３５

ｂ１
の表示領域

３０に面する第１の頂点は、横配線２９
ｃ
の左端部と接

続されるとともに、信号線２３が形成されている層と同
一の層に形成された縦配線２９

ａ
の一部と重ね合うよう

に形成され、その重ね合わさった部分において、コンタ
クトホールを介して縦配線２９

ａ
の一部と接続されてい

る。引出部３５
ｂ２
の表示領域３０に面する第１の頂点

は、信号線２３が形成されている層と同一の層に形成さ
れた縦配線２９

ａ
の一部と重ね合うように形成され、そ

の重ね合わさった部分において、コンタクトホールを介
して縦配線２９

ａ
の一部と接続されている。また、引出

14
部３５

ｂ１
及び３５

ｂ２
のガラス基板２１の左端部側で

あって、隣接するブロック３２
１
又は３２

３
の最外部に

対向する位置にある第２の頂点は、ガラス基板２１の左
端部の走査線２２が形成されている層と同一の層に形成
された共通端子３６と接続されている。
【００３３】同様に、表示領域３０の右辺右部において
は、走査線２２が形成されている層と同一の層に、ブロ
ック３３

１
とブロック３３

２
との間及びブロック３３

２

とブロック３３
３
との間に引出部３７

ａ１
及び３７

ａ２

が形成されているとともに、ブロック３３
１
の上側部近

傍及びブロック３３
３
の下側部近傍に引出部３７

ｂ１
及

び３７
ｂ２
が形成されている。なお、引出部３７

ａ１
、

３７
ａ２
、３７

ｂ１
及び３７

ｂ２
の形状や、縦配線２９

ａ
及び２９

ｂ
、横配線２９

ｃ
並びに共通端子３６との接

続については、引出部３５
ａ１
、３５

ａ２
、３５

ｂ１
及

び３５
ｂ２
とその形状や位置が線対称の関係にある以外

は、略同様であるので、その説明を省略する。
【００３４】また、表示領域３０の上辺上部において
は、信号線２３が形成されている層と同一の層に、ブロ
ック３１

１
とブロック３１

２
との間及びブロック３１

２

とブロック３１
３
との間に引出部３８

ａ１
及び３８

ａ２

が形成されているとともに、ブロック３１
１
の左側部近

傍及びブロック３１
３
の右側部近傍に引出部３８

ｂ１
及

び３８
ｂ２
が形成されている。引出部３８

ａ１
は、左右

ともに隣接するブロック３１
１
及び３１

２
の最外部に位

置する信号線２３の引出部２３
ａ
（図示略）と引出部２

３
ａ
内の各配線のピッチと略等しい間隔だけ隔てられ、

ブロック３１
１
とブロック３１

２
との間隙をほぼ埋める

ように、略二等辺三角形状に、上記金属膜により形成さ
れている。引出部３８

ａ２
は、左右ともに隣接するブロ

ック３１
２
及び３１

３
の最外部に位置する信号線２３の

引出部２３
ａ
と、引出部２３

ａ
内の各配線のピッチと略

等しい間隔だけ隔てられ、ブロック３１
２
とブロック３

１
３
との間隙をほぼ埋めるように、略二等辺三角形状

に、上記金属膜により形成されている。引出部３８
ａ１

及び３８
ａ２
の表示領域３０に面する第１の頂点は、走

査線２２が形成されている層と同一の層に形成された横
配線２９

ｃ
の一部と重ね合うように形成され、その重ね

合わさった部分において、コンタクトホールを介して横
配線２９

ｃ
の一部と接続されている。また、引出部３８

ａ１
及び３８

ａ２
のガラス基板２１の上端部側に位置す

る第２及び第３の頂点は、ガラス基板２１の上端部の信
号線２３が形成されている層と同一の層に形成された共
通端子３６と接続されている。
【００３５】引出部３８

ｂ１
は、その右側部が隣接する

ブロック３１
１
の最外部に位置する信号線２３の引出部

２３
ａ
と引出部２３

ａ
内の各配線のピッチと略等しい間

隔だけ隔てられるとともに、その左側部が縦配線２９
ａ

を上方向へ延長した位置にまで至るように、略直角三角
形状に、上記金属膜により形成されている。引出部３８
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ｂ２
は、その左側部が隣接するブロック３１

３
の最外部

に位置する信号線２３の引出部２３
ａ
と、引出部２３

ａ

内の各配線のピッチと略等しい間隔だけ隔てられるとと
もに、その右側部が縦配線２９

ｂ
を上方向へ延長した位

置にまで至るように、略直角三角形状に、上記金属膜に
より形成されている。引出部３８

ｂ１
の表示領域３０に

面する第１の頂点は、縦配線２９
ａ
の上端部と接続され

るとともに、走査線２２が形成されている層と同一の層
に形成された横配線２９

ｃ
の一部と重ね合うように形成

され、その重ね合わさった部分において、コンタクトホ
ールを介して横配線２９

ｃ
の一部と接続されている。引

出部３８
ｂ２
の表示領域３０に面する第１の頂点は、縦

配線２９
ｂ
の上端部と接続されるとともに、走査線２２

が形成されている層と同一の層に形成された横配線２９

ｃ
の一部と重ね合うように形成され、その重ね合わさっ
た部分において、コンタクトホールを介して横配線２９

ｃ
の一部と接続されている。また、引出部３８

ｂ１
及び

３８
ｂ２
のガラス基板２１の上端部側であって、隣接す

るブロック３１
１
又は３１

３
の最外部に対向する位置に

ある第２の頂点は、ガラス基板２１の上端部の信号線２
３が形成されている層と同一の層に形成された共通端子
３６と接続されている。
【００３６】そして、この例の液晶ディスプレイは、上
記ブロック化された走査線２２及び信号線２３に接続さ
れた走査端子３４及び信号端子並びに共通配線２９に接
続された共通端子３６にＴＣＰが熱圧着で接続されるこ
とにより、ＴＣＰ上又はプリント基板上に搭載された駆
動回路とこのＴＣＰを介して接続される。
【００３７】このように、この例の構成によれば、引出
部３５

ａ１
、３５

ａ２
、３５

ｂ１
及び３５

ｂ２
、３７

ａ１
、３７

ａ２
、３７

ｂ１
及び３７

ｂ２
並びに３

８
ａ１
、３８

ａ２
、３８

ｂ１
及び３８

ｂ２
が、ブロック

間の間隙をほぼ埋めるように、あるいは外側に設けられ
たブロックの側部と表示領域３０の四辺を延長した直線
とで囲まれた領域をほぼ埋めるように、バックライトか
ら放射される光の透過率が極めて低い金属膜により形成
されているので、従来に比べて、引出部３５

ａ１
等の配

線抵抗を低減することができる。したがって、この例の
液晶ディスプレイをノーマリー・ブラック型であって、
Ｒ、Ｇ、Ｂのカラーフィルタがストライプ形として構成
し、図１３に示す画像をドット反転駆動方法で表示した
場合であっても、共通配線２９に印加される共通電位の
変動を従来よりも抑圧することができるので、上記した
「色付き」や「横ストローク」を低減することができ
る。また、引出部３５

ａ１
等がバックライトから放射さ

れる光の透過率が極めて低い金属膜により形成されてい
るので、隣接するブロックの間隙からバックライトから
放射された光が洩れ、表示領域３０の周縁部において輝
度にむらが出る「輝度むら」も低減することができる。
【００３８】Ｂ．第２の実施例
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次に、この発明の第２の実施例について説明する。図３
は、この発明の第２の実施例である液晶ディスプレイの
構成を示す上面図である。この図において、図１の各部
に対応する部分には同一の符号を付け、その説明を省略
する。この図に示す液晶ディスプレイにおいては、図１
に示す引出部３５

ｂ１
、３７

ｂ１
、３８

ｂ１
及び３８

ｂ２
に代えて、引出部４１

ａ
及び４１

ｂ
が新たに設けら

れている。
【００３９】引出部４１

ａ
は、走査線２２が形成されて

いる層と同一の層に形成された略台形状の第１の略台形
状部と、信号線２３が形成されている層と同一の層に形
成された略台形状の第２の略台形状部とから構成されて
いる。第１の略台形状部は、その下側部が隣接するブロ
ック３２

１
の最外部に位置する走査線２２の引出部２２

ａ
と引出部２２

ａ
内の各配線のピッチと略等しい間隔だ

け隔てられ、その上側部が表示領域３０の上辺上部に所
定のピッチで設けられた信号端子の各下端部を結ぶ直線
を左方向へ延長した位置にまで至り、その左側部が表示
領域３０の左辺左部に所定のピッチで設けられた走査端
子の各右端部を結ぶ直線を上方向へ延長した位置にまで
至り、その右側部が縦配線２９

ａ
を上方向へ延長した位

置にまで至るように、略台形状に、上記金属膜により形
成されている。一方、第２の略台形状部は、その下側部
が横配線２９

ｃ
を左方向へ延長した位置にまで至り、そ

の上側部が表示領域３０の上辺上部に所定のピッチで設
けられた信号端子の各下端部を結ぶ直線を左方向へ延長
した位置にまで至り、その左側部が表示領域３０の左辺
左部に所定のピッチで設けられた走査端子の各右端部を
結ぶ直線を上方向へ延長した位置にまで至り、その右側
部が隣接するブロック３１

１
の最外部に位置する信号線

２３の引出部２３
ａ
と引出部２３

ａ
内の各配線のピッチ

と略等しい間隔だけ隔てられるように、略台形状に、上
記金属膜により形成されている。
【００４０】この引出部４１

ａ
は、第１の略台形状部と

第２の略台形状部とが重ね合わされる略正四角形部にお
いて、所定の個数及び所定のピッチで設けられたコンタ
クトホールを介して接続されている。上記第１の略台形
状部の表示領域３０に面する第１の頂点は、横配線２９

ｃ
の左端部と接続されるとともに、信号線２３が形成さ
れている層と同一の層に形成された縦配線２９

ａ
の一部

と重ね合うように形成され、その重ね合わさった部分に
おいて、コンタクトホールを介して縦配線２９

ａ
の一部

と接続されている。また、上記第１の略台形状部のガラ
ス基板２１の左端部側であって、隣接するブロック３２

１
の最外部に対向する位置にある第２の頂点は、ガラス
基板２１の左端部の走査線２２が形成されている層と同
一の層に形成された共通端子３６と接続されている。
【００４１】上記第２の略台形状部の表示領域３０に面
する第１の頂点は、縦配線２９

ａ
の上端部と接続される

とともに、走査線２２が形成されている層と同一の層に
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形成された横配線２９

ｃ
の一部と重ね合うように形成さ

れ、その重ね合わさった部分において、コンタクトホー
ルを介して横配線２９

ｃ
の一部と接続されている。ま

た、上記第２の略台形状部のガラス基板２１の上端部側
であって、隣接するブロック３１

１
の最外部に対向する

位置にある第２の頂点は、ガラス基板２１の上端部の信
号線２３が形成されている層と同一の層に形成された共
通端子３６と接続されている。
【００４２】引出部４１

ｂ
は、走査線２２が形成されて

いる層と同一の層に形成された略台形状の第１の略台形
状部と、信号線２３が形成されている層と同一の層に形
成された略台形状の第２の略台形状部とから構成されて
いる。第１の略台形状部は、その下側部が隣接するブロ
ック３３

１
の最外部に位置する走査線２２の引出部２２

ａ
と引出部２２

ａ
内の各配線のピッチと略等しい間隔だ

け隔てられ、その上側部が表示領域３０の上辺上部に所
定のピッチで設けられた信号端子の各下端部を結ぶ直線
を右方向へ延長した位置にまで至り、その右側部が表示
領域３０の右辺右部に所定のピッチで設けられた走査端
子の各左端部を結ぶ直線を上方向へ延長した位置にまで
至り、その左側部が縦配線２９

ｂ
を上方向へ延長した位

置にまで至るように、略台形状に、上記金属膜により形
成されている。一方、第２の略台形状部は、その下側部
が横配線２９

ｃ
を右方向へ延長した位置にまで至り、そ

の上側部が表示領域３０の上辺上部に所定のピッチで設
けられた信号端子の各下端部を結ぶ直線を右方向へ延長
した位置にまで至り、その右側部が表示領域３０の右辺
右部に所定のピッチで設けられた走査端子の各左端部を
結ぶ直線を上方向へ延長した位置にまで至り、その左側
部が隣接するブロック３１

３
の最外部に位置する信号線

２３の引出部２３
ａ
と引出部２３

ａ
内の各配線のピッチ

と略等しい間隔だけ隔てられるように、略台形状に、上
記金属膜により形成されている。
【００４３】この引出部４１

ｂ
は、第１の略台形状部と

第２の略台形状部とが重ね合わされる略正四角形部にお
いて、所定の個数及び所定のピッチで設けられたコンタ
クトホールを介して接続されている。上記第１の略台形
状部の表示領域３０に面する第１の頂点は、横配線２９

ｃ
の右端部と接続されるとともに、信号線２３が形成さ
れている層と同一の層に形成された縦配線２９

ｂ
の一部

と重ね合うように形成され、その重ね合わさった部分に
おいて、コンタクトホールを介して縦配線２９

ｂ
の一部

と接続されている。また、上記第１の略台形状部のガラ
ス基板２１の右端部側であって、隣接するブロック３３

１
の最外部に対向する位置にある第２の頂点は、ガラス
基板２１の右端部の走査線２２が形成されている層と同
一の層に形成された共通端子３６と接続されている。
【００４４】上記第２の略台形状部の表示領域３０に面
する第１の頂点は、縦配線２９

ｂ
の上端部と接続される

とともに、走査線２２が形成されている層と同一の層に
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形成された横配線２９

ｃ
の一部と重ね合うように形成さ

れ、その重ね合わさった部分において、コンタクトホー
ルを介して横配線２９

ｃ
の一部と接続されている。ま

た、上記第２の略台形状部のガラス基板２１の上端部側
であって、隣接するブロック３１

３
の最外部に対向する

位置にある第２の頂点は、ガラス基板２１の上端部の信
号線２３が形成されている層と同一の層に形成された共
通端子３６と接続されている。
【００４５】そして、この例の液晶ディスプレイは、上
記ブロック化された走査線２２及び信号線２３に接続さ
れた走査端子３４及び信号端子並びに共通配線２９に接
続された共通端子３６にＴＣＰが熱圧着で接続されるこ
とにより、ＴＣＰ上又はプリント基板上に搭載された駆
動回路とこのＴＣＰを介して接続される。
【００４６】このように、この例の構成によれば、第１
及び第２の略台形状部からなる引出部４１

ａ
及び４１

ｂ

が、ブロック３１
１
の左側部とブロック３２

１
の上側部

と端子形成領域に囲まれた部分及びブロック３１
３
の右

側部とブロック３３
１
の上側部と端子形成領域に囲まれ

た部分をほぼ埋めるように、バックライトから放射され
る光の透過率が極めて低い金属膜により形成されている
とともに、第１の略台形状部と第２の略台形状部とが重
ね合わされる略正四角形部において、所定の個数及び所
定のピッチで設けられたコンタクトホールを介して接続
されているので、引出部４１

ａ
及び４１

ｂ
の配線抵抗

を、上記した第１の実施例の引出部３５
ｂ１
、３

７
ｂ１
、３８

ｂ１
及び３８

ｂ２
の配線抵抗に比べて、低

減することができる。したがって、上記した第１の実施
例で得られる以上に、「色付き」、「横ストローク」及
び「輝度むら」を低減することができる。
【００４７】以上、この発明の実施例を図面を参照して
詳述してきたが、具体的な構成はこの実施例に限られる
ものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計
の変更等があってもこの発明に含まれる。例えば、上述
の各実施例においては、ブロック３１

１
～３１

３
、３２

１
～３２

３
及び３３

１
～３３

３
がほぼ線対称の略台形状

である例を示したが、これに限定されない。高解像度の
液晶ディスプレイにおいては、走査線２２及び信号線２
３の本数も増加するので、それに応じてブロック３１

１

～３１
３
、３２

１
～３２

３
及び３３

１
～３３

３
の形状

も、例えば、図４～図６に示すように変更される。した
がって、引出部３５

ａ１
等の形状も、各ブロック３１

１

～３１
３
、３２

１
～３２

３
及び３３

１
～３３

３
の最外部

を構成し、各引出部３５
ａ１
等と対向する引出部２２

ａ

等との間で配線不良が発生しない程度に変更すれば良い
（図４～図８参照）。
【００４８】また、上述の各実施例においては、表示領
域３０の左辺左部及び右辺右部にすべての走査線２２が
引き出され、左右３個ずつのブロック３２

１
～３２

３
及

び３３
１
～３３

３
に分割される例を示したが、これに限
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定されない。比較的表示領域３０が小さい液晶ディスプ
レイにおいては、図９に示すように、表示領域３０の左
辺左部又は右辺右部のいずれか一方にすべての走査線２
２が引き出される。この発明は、このような液晶ディス
プレイにも適用することができる。この場合、縦配線２
９

ｂ
又は２９

ａ
のいずれか一方は形成しなくても良い。

また、上述の各実施例においては、表示領域３０の上辺
上部にすべての信号線２３が引き出され、３個のブロッ
ク３１

１
～３１

３
に分割される例を示したが、これに限

定されず、この発明は、表示領域３０の下辺下部にすべ
ての信号線２３が引き出され、３個のブロックに分割さ
れる液晶ディスプレイにも適用することができる。この
場合、横配線２９

ｃ
に代えて、表示領域３０の下辺部に

対応する位置に横配線が形成される。さらに、比較的表
示領域３０が大きい液晶ディスプレイにおいては、表示
領域３０の上辺上部及び下辺下部の両方にすべての信号
線２３が引き出され、上下３個ずつのブロックに分割さ
れたり、信号線２３が表示領域の略中央で上下に２分さ
れ、上半分のすべての信号線２３については表示領域３
０の上辺上部に引き出され、３個のブロックに分割され
るとともに、下半分のすべての信号線２３については表
示領域３０の下辺下部に引き出され、３個のブロックに
分割される場合がある。この発明は、このような液晶デ
ィスプレイにも適用することができる。この場合、表示
領域３０の下辺部に対応する位置にも横配線が形成され
る。以上いずれの場合においても、ブロック３１

１
等の

形状に応じて、図４～図８に示すように、引出部３５

ａ１
等の形状が設定されるのはいうもでもない。また、

ブロックの個数は３個に限定されず、２個、あるいは４
個以上でも良い。また、上述の各実施例においては、表
示領域３０の上辺上部においては引出部を信号線が形成
されている層と同一の層に形成して走査線が形成されて
いる層と同一の層に形成されている横配線２９

ｃ
とコン

タクトホールを介して接続し、表示領域の左辺左部及び
右辺右部においては引出部を走査線が形成されている層
と同一の層に形成して信号線が形成されている層と同一
の層に形成されている縦配線２９

ａ
又は２９

ｂ
とコンタ

クトホールを介して接続する例を示したが、これに限定
されない。例えば、表示領域３０の上辺上部においては
引出部を走査線が形成されている層と同一の層に形成し
て走査線が形成されている層と同一の層に形成されてい
る横配線２９

ｃ
と直接接続したり、表示領域の左辺左部

及び右辺右部においては引出部を信号線が形成されてい
る層と同一の層に形成して信号線が形成されている層と
同一の層に形成されている縦配線２９

ａ
又は２９

ｂ
と直

接接続するように構成しても良い。
【００４９】また、上述の各実施例においては、共通端
子３６を引出部のいずれかの頂点と接続する例を示した
が、これに限定されず、共通端子３６は、引出部のガラ
ス基板２１の端部側の辺部のいずれかの位置に接続する
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ように構成しても良く、また、ＴＣＰの共通化において
可能であるならば、引出部のガラス基板２１の端部側の
辺部全体にわたって幅の広い共通端子を接続するように
構成しても良い。このように構成すれば、引出部の配線
抵抗をより一層低減することができる。また、上述の各
実施例においては、この発明をコモンストレージを有す
る液晶ディスプレイに適用する例を示したが、これに限
定されず、この発明は、ゲートストレージを有する液晶
ディスプレイに適用しても良い。また、上述の各実施例
においては、液晶ディスプレイを構成する液晶の構造に
ついては言及していないが、この発明は、従来の技術で
説明した、横電界方式の液晶の他、ＴＮ型の液晶、ＳＴ
Ｎ（Super Twisted Nematic）型の液晶等の他の構造を
有する液晶により構成された液晶ディスプレイにも適用
することができる。また、上述の各実施例においては、
この発明をＴＦＴをスイッチ素子に用いたアクティブ・
マトリックス型の液晶ディスプレイに適用する例を示し
たが、これに限定されず、この発明は、単純マトリック
ス型の液晶ディスプレイに適用することもできる。この
発明をアクティブ・マトリックス型の液晶ディスプレイ
に適用する場合、スイッチ素子としては、上記ＴＦＴに
限らず、例えば、ＭＩＭ（Metal Insulator Metal）ダ
イオード、バリスタ、リングダイオード、ＭＯＳＦＥＴ
等を用いることができる。
【００５０】また、上述の各実施例においては、液晶デ
ィスプレイがモノクロであるか、あるいはカラーである
か言及していないが、「色付き」及び「横クロストー
ク」についてはカラー液晶ディスプレイにおいて問題と
なるが、「輝度むら」についてはモノクロ液晶ディスプ
レイにおいても問題となるので、この発明は、モノクロ
液晶ディスプレイ及びカラー液晶ディスプレイのいずれ
にも適用することができる。この発明をカラー液晶ディ
スプレイに適用する場合、カラーフィルタの構造は、上
記したストライプ形に限らず、各液晶セルに対応して、
赤、緑、青のカラーフィルタが次の走査線との間で１／
２ピッチずれて配列され、１画素を構成する３個の赤、
緑、青のドット画素が３角形状に配置されているデルタ
形や、各液晶セルに対応して、赤、緑、青のカラーフィ
ルタが走査方向に３個順次繰り返して配列されていると
ともに、その配列が次の走査線との間で１ないし２ピッ
チずれているモザイク形、あるいは各液晶セルに対応し
て、赤、緑、青の３個のカラーフィルタといずれか１個
のカラーフィルタとが４角形状に配置された４画素配置
形のいずれでも良い。また、上記した「発明が解決しよ
うとする課題」において、液晶ディスプレイがノーマリ
ー・ブラック型である場合の不都合点を説明したので、
上述の実施例においても、この発明をノーマリー・ブラ
ック型に適用した場合の上記不都合点が解決される例を
示したが、これに限定されない。印加電圧を加えない状
態においてその透過率が高い、いわゆるノーマリー・ホ
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ワイト型の液晶ディスプレイにおいても、信号線に印加
される印加電圧が異なるだけで、同様の不都合が発生す
る。したがって、この発明は、ノーマリー・ホワイト型
の液晶ディスプレイにも適用することができる。また、
この発明による液晶ディスプレイは、パーソナルコンピ
ュータのモニタなどに用いられる液晶ディスプレイを備
えた画像表示装置にも適用することができる。
【００５１】
【発明の効果】以上説明したように、この発明の構成に
よれば、バックライトから放射される光の透過率が極め
て低い金属膜によりなり、表示領域の一辺に沿って隣接
するブロック間の間隙をほぼ埋めるように形成された第
１の引出部と、上記金属膜よりなり、外側に設けられた
ブロックの外側部と表示領域の四辺をガラス基板の端部
側に延長した直線とで囲まれた領域をほぼ埋めるように
形成された第２の引出部とを設けるようにしたので、共
通配線の引出部の配線抵抗を低減することができ、共通
配線に印加される共通電位の変動を抑圧して「色付き」
や「横ストローク」を低減することができる。また、
「輝度むら」も低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施例である液晶ディスプレ
イの構成を示す上面図である。
【図２】同液晶ディスプレイの一部を拡大した模式的等
価回路図である。
【図３】この発明の第２の実施例である液晶ディスプレ
イの構成を示す上面図である。
【図４】この発明の第１の変形例である液晶ディスプレ
イの構成を示す上面図である。
【図５】この発明の第２の変形例である液晶ディスプレ
イの構成を示す上面図である。
【図６】この発明の第３の変形例である液晶ディスプレ
イの構成を示す上面図である。
【図７】この発明の第４の変形例である液晶ディスプレ*
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*イの一部を拡大した模式的等価回路図である。
【図８】この発明の第５の変形例である液晶ディスプレ
イの一部を拡大した模式的等価回路図である。
【図９】この発明の第６の変形例である液晶ディスプレ
イの構成を示す上面図である。
【図１０】従来の液晶ディスプレイの構成例を示す上面
図である。
【図１１】従来の液晶ディスプレイを構成する画素を拡
大した模式的等価回路図である。
【図１２】従来の液晶ディスプレイの不都合点を説明す
るための図である。
【図１３】従来の液晶ディスプレイの不都合点を説明す
るための図である。
【図１４】従来の他の構成を有する液晶ディスプレイを
構成する画素を拡大した模式的等価回路図である。
【符号の説明】
２１    ガラス基板
２２    走査線
２３    信号線
２５    液晶セル
２７    共通信号線
２９    共通配線
２９

ａ
，２９

ｂ
  縦配線

２９
ｃ
  横配線

３０    表示領域
３１

１
～３１

３
，３２

１
～３２

３
，３３

１
～３３

３
  ブ

ロック
３４    走査端子
３５

ａ１
，３５

ａ２
，３５

ｂ１
，３５

ｂ２
，３７

ａ１
，

３７
ａ２
，３７

ｂ１
，３７

ｂ２
，３８

ａ１
，３８

ａ２
，

３８
ｂ１
，３８

ｂ２
，４１

ａ
，４１

ｂ
  引出部

（第１及び第２の引出部）
３６    共通端子

【図１】 【図２】



(13) 特開２００２－５５３５２

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】

【図１３】



(15) 特開２００２－５５３５２

【図１４】



专利名称(译) 液晶显示器和图像显示装置

公开(公告)号 JP2002055352A 公开(公告)日 2002-02-20

申请号 JP2000241714 申请日 2000-08-09

申请(专利权)人(译) NEC公司

[标]发明人 松本征一

发明人 松本 征一

IPC分类号 G02F1/1335 G02F1/133 G02F1/13357 G02F1/1345

CPC分类号 G02F1/1345 G02F2201/121

FI分类号 G02F1/1345 G02F1/1335.530 G02F1/13357

F-TERM分类号 2H091/FA02Y 2H091/GA02 2H091/GA13 2H091/LA18 2H091/LA20 2H091/LA30 2H092/GA14 2H092
/GA29 2H092/GA32 2H092/GA40 2H092/GA51 2H092/JA24 2H092/JB22 2H092/JB31 2H092/JB67 
2H092/NA28 2H092/PA08 2H191/FA02Y 2H191/GA04 2H191/GA19 2H191/LA24 2H191/LA27 2H191
/LA40

代理人(译) 西村 征生

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：减小公共配线的引出部的配线电阻，以抑制公共电位的变
化，减少“着色”和“横向冲程”，并减少“亮度不均匀”。 所公开的液晶显示
器由具有从背光源发出的光的透射率极低的金属膜制成，并且形成为基
本上沿着显示区域30的一侧填充相邻块之间的间隙。 ，面对显示区域30
的部分连接到公共布线29，引出部分35 a1 ，35 a2 ，37 a1 ，37 a2 ，
38 a1 ，38 a2 和上述金属膜，以及块31 1 ，31 3 ，32 1 ，32 3 ，33 1 
，33 3 的外侧和沿显示区域30的四个侧面朝向玻璃基板21的端部延伸的
直线所围绕的区域，并且面对显示区域30的部分是公共配线29。 35 b1 
，35 b2 ，37 b1 ，37 b2 ，38 连接到 b1 和38 b2 。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/ee197fb6-f10b-485e-a5bc-7ce9f00b488a
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018732862/publication/JP2002055352A?q=JP2002055352A

